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酒匂 明彦代表取締役社長

　2019年12月期第2四半期（2019年1月～6月）の売上高は、CRO事業にお
いて大型案件の終了等により減収となったものの、国内IT事業や、インド子会
社を主とする海外IT事業の伸長により増収となりました。営業利益は、CRO
事業にて減益となりましたが、連結全体では増収やコスト削減の影響により増
益となり、親会社株主に帰属する当期純利益も増益となりました。
　配当（中間配当）は計画通り１株につき、前年同期より６円増の25円といたし
ました。本年３月より取り組んでいる自己株式の取得については、取得上限
30億円に対し2019年７月末時点で14億円取得しており、進捗率は現在、
46.7%となっております。今後も継続して取得していく予定です。

　下期（2019年７月～12月）は、CRO事業の業績回復が大きな課題ですが、
国内IT事業および海外IT事業は堅調に推移する見通しです。通期目標である
売上高520億円、営業利益20億円、親会社株主に帰属する当期純利益13.5
億円の達成に向け、グループ一丸となって取り組んでまいります。

　当社グループは現在、中期経営戦略（2018年度～2021年度）に基づき、
既存事業における収益力改善や新技術へのシフト、および新規事業領域の創
出に注力しています。当第２四半期では、計測機器に触れることなく心拍数を
測るソフトウェア「リズミル」のサービス開始など、新技術、新規事業領域の展
開を進めました。今後もデジタルシフトに向けて新たなテクノロジーを活用した
事業の創出や、有望な技術を持つベンチャー企業への投資、ICT領域拡大に
向けたM&Aや提携の検討などを継続します。

　皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援をお願いします。

グループ一丸となって
業績向上に取り組みます。
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売上高は、CRO事業が減収も国内IT事業、海外IT事業が堅調であり、前年同期比3.2％の増加

営業利益は、増収に加え、販管費の圧縮などから前年同期比56.6％の増加

経常利益は前年同期比69.9％の増加、親会社株主に帰属する四半期純利益は同54.7％の増加

ハイライト

連結業績概況

2018年12月期
第2四半期累計
自2018年１月１日
至2018年６月30日

2019年12月期
第2四半期累計
自2019年１月１日
至2019年６月30日

売上高 25,440 26,251

売上総利益 5,077 5,229

販売費及び一般管理費 4,542 4,391

営業利益 534 837

経常利益 477 810

税金等調整前四半期純利益 677 814

親会社株主に帰属する四半期純利益 283 438

損益計算書（抜粋）

（単位：百万円）

2018年12月期

2018年12月末

2019年12月期
第2四半期
2019年6月末

資産の部
　流動資産 23,963 23,755
　固定資産 23,005 27,030
資産合計 46,968 50,786
負債の部
　流動負債 10,760 10,830
　固定負債 7,350 9,898
負債合計 18,111 20,728
純資産合計 28,857 30,057
負債純資産合計 46,968 50,786

貸借対照表（抜粋）

（単位：百万円）

業績・財務情報

1,041

29,623

2019年12月期
第2四半期

859
16,204

2018年12月期

282

14,362

国内IT
売上高	 ■ 第2四半期　■ 通期
営業利益	 ■ 第2四半期　■ 通期

（単位：百万円）

△308

9,280

2018年12月期 2019年12月期
第2四半期

△186 87
5,412 5,902

海外IT （単位：百万円）

439

11,002

2018年12月期 2019年12月期
第2四半期

693
△108

5,665 4,144

CRO （単位：百万円）

セグメント別売上高／営業利益

セグメント概況

2017年12月期 2018年12月期

53,268 49,906

28,177 25,440

2019年12月期

52,000

26,251

（予想）

売上高 （単位：百万円）

698

2,000

406

837

（予想）

1,426

534

2017年12月期 2019年12月期2018年12月期

営業利益 （単位：百万円）

2017年12月期 2018年12月期

1,100
1,319

550
283

2019年12月期

1,350

438

（予想）

親会社株主に帰属する四半期純利益 （単位：百万円）

■ 第2四半期　■ 通期 ■ 第2四半期　■ 通期■ 第2四半期　■ 通期

売上高	 ■ 第2四半期　■ 通期
営業利益	 ■ 第2四半期　■ 通期

売上高	 ■ 第2四半期　■ 通期
営業利益	 ■ 第2四半期　■ 通期

信託銀行向け、医薬向けやサービス業向け等が伸長したことにより 
増収、増益。国内IT

主に大型案件の売上を含むインド子会社の伸長により増収、増益 
（黒字化）。海外IT

大型案件の終了等により減収。減収が大きく影響し固定費を吸収 
しきれず、赤字化。CRO

売上高構成比
2019年12月期

第2四半期

海外IT

22.5%

CRO

15.8%
国内IT

61.7%
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上期の取り組み

事業トピックス

CACとCCN、乳幼児を対象とした見守りサービスの共同開発契約を締結
～ 赤ちゃんのお昼寝をデジタル技術で見守り ～
　株式会社シーエーシーと株式会社シーシー・ネットワークは、乳幼
児を対象とした見守りサービスの共同開発契約を締結しました。今回
の契約は、CCNが提供する乳幼児の寝姿勢を検知する「みまも。」
に、CACが提供する映像から心拍を測定する「リズミル」 の機能を
付加した新たなサービスを共同開発することに合意したものです。
共同開発の製品では、カメラ映像から乳幼児のうつぶせ寝を検知す
る機能に加えて、心拍状態も測定します。これにより、乳幼児の睡
眠を見守る保育士の方々をサポートしてその心身の負担を軽減し、
また、乳幼児を施設に預けている保護者の方々に安心を提供します。

　中期経営戦略（2018年度～2021年度）の基本方針の一つである
「株主価値の向上」を目指し、増配と自己株式取得を実施しています。

2015年
12月期

2016年
12月期

2017年
12月期

2019年
12月期

37.9
60.3 62.7

32
40 36
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16 16
4

4
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16 16 18

2018年
12月期

38

19

19 25

53.1
（予想）

（予想）

（予想）

　中間配当は１株当たり６円増配の25円としました。年間配当は１株当
たり12円増配の50円を予定しています。

配当について 中間期は６円増配、年間で12円増配の予定

　2019年３月28日から12月31日までの間、自己
株式の取得を行っています。現在の状況は取得金額
ベース（上限30億円）で進捗率46.7％（14億円）と
なっており、引き続き2019年12月末まで、自己株
式を取得します。（2019年７月末現在）

自己株式取得について 取得上限の47％取得

株主様への積極的な還元に取り組んでいます
配当金推移 （単位：円）

事業を通じた社会貢献

新たな活動拠点から障害者スポーツ『ボッチャ』の普及・支援を推進します
　CACグループは2016年より、社会貢献活動のひとつとして障害者ス
ポーツ『ボッチャ』の普及・支援に取り組んでいます。日本橋箱崎町にあ
る本社社屋１階の修繕を機に、2019年7月、来客対応エリアを兼ねた
公式サイズのボッチャコートを設置しました。
　ボッチャは障害の有無にかかわらず、老若男女誰もが楽しめるスポー
ツです。当コートは、株主の皆様・地域の方やお客様、社員はもとより、
主要な国際大会と同じ床材（タラフレックス）を用いた希少な常設のコート
という特徴を活かし、競技としてボッチャに取り組んでいる方々へもコー
トを開放します。今後はこのボッチャコートを活動拠点として、ボッチャの
さらなる普及・支援活動を推進します。

「みまも。」 ▶	 カメラ映像をベースにしたIoT技術による乳幼児の午睡（お昼寝）チェックを支援するサービス。
「リズミル」 ▶	 カメラ映像から心拍数を測定する、映像脈波抽出技術を使った非接触型バイタルセンシングソフトウェア。

顔以外にも皮膚表面であれば、どこからでも心拍数の測定が可能。

解 説

1 取得対象株式の種類　　当社普通株式

2 取得し得る株式の総数　　300万株（上限）
(発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合16.3％）

3 株式の取得価額の総額　　30億円（上限）
4 取得期間　　2019年3月28日～2019年12月31日
5 取得方法　　自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3）を含む市場買付け

■ 中間配当　■ 期末配当　■■ 記念配当　● 配当性向(%)
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商 号 株式会社CAC Holdings
英 文 社 名 CAC Holdings Corporation
本 社 東京都中央区日本橋箱崎町24番1号

TEL.03-6667-8001（代表）
設 立 1966年8月8日
資 本 金 37億2百万円
従 業 員 数 36名（グループ従業員数 4,667名）

発 行 可 能 株 式 総 数 86,284,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 20,541,400株
総 株 主 の 議 決 権 の 数 175,447個
株 主 数 4,543名

会社概要 株式の状況

会社情報・株式の状況 （2019年6月30日現在）

所有者別分布状況

金融機関 16.76%

　

外国法人等 16.15%

その他の法人 27.21%

個人・その他 38.81%

証券会社 1.07%
※	構成比は株式数の比率を示しています。
	 自己株式2,991千株は、「個人・その他」に含めています。

大株主
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

株式会社小学館 3,512 17.09
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 735 3.57
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 651 3.17
ＣＡＣ社員持株会 629 3.06
株式会社三井住友銀行 484 2.35
※	2019年6月30日現在、自己株式2,991千株を保有していますが、上記株主からは除外し

ています。

株主メモ
事 業 年 度 1月1日～12月31日
定 時 株 主 総 会 3 月下旬開催
期末配当基準日 12月31日（中間配当金の支払いを行うときは6月30日）
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告（https://www.cac-holdings.com/）

ただし、やむを得ない事由によって電子公告をすることがで
きない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　電話 0120-232-711（通話料無料）
郵送先　�〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号 

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

役　員

代表取締役社長 酒　匂　　明　彦
専 務 取 締 役 清　水　　東　吾
社 外 取 締 役 廣　瀬　　通　孝
社 外 取 締 役 黒　田　　由貴子
社 外 取 締 役 森　　　　時　彦
監 査 役 吉　田　　昌　亮
監 査 役 川真田　　一　幾
社 外 監 査 役 本　多　　広　和
社 外 監 査 役 石　野　　雄　一

IR information

最新のニュースリリースなど、当社IRに
関する情報について、ご登録のメールア
ドレスにお知らせいたします。お知らせ
をご希望の方は、下記のURLからご登録
ください。

https://www.cac-holdings.com/ir/irmail.html

CAC IR メール 検索

IRメール配信ぜひご登録ください

CAC REPORT 2019を
お届けします
当社グループのアニュアルレポートであるCAC REPORT 
2019が完成しました。業績や事業内容、その他の活動
など当社グループを全般的にご理解いただくことができ
ます。「CAC REPORT」郵送ご希望の方は、専用の申込
フォームからお申し込みください。

住所変更お届出のお願い
株主さま宛にお送りしている株式関係の重要書
類などの送付物を確実にお届けするため、ご住
所が変更となった株主さまは、お取引の証券会
社等へ住所変更のお届出をお願いいたします。

https://www.cac-holdings.com/ir/report.html
ホームページ IR情報 IRライブラリー アニュアルレポート

https://www.cac-holdings.com/toiawase/material/
QRコードから直接申込フォームにアクセスする
こともできます。

ホームページからも御覧になれます。
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